
と
淋
し
そ
う
に
洩
ら
し
た
と
い
う
。
事
実
そ
の
以
前
か
ら
、
彼
は
久
し
く
胸
部
疾
患
（
肺
浸
潤
）
に
悩
ん
で
い
た
よ
う
で
あ
る
。
と
こ

ろ
が
そ
れ
に
も
拘
わ
ら
ず
、
彼
は
そ
れ
か
ら
間
も
な
く
愛
知
県
津
具
に
赴
い
た
。
こ
れ
は
彼
が
晩
年
に
志
を
傾
け
て
い
た
金
鉱
を
調
査

す
る
た
め
で
あ
っ
た
ら
し
い
。
と
こ
ろ
が
身
体
が
衰
弱
し
て
い
た
た
め
か
、
彼
は
岡
崎
の
旅
宿
で
突
然
急
性
の
胃
腸
カ
タ
ル
に
雁
っ
て

重
態
に
陥
っ
た
。
》
）
の
知
ら
せ
に
接
し
た
丸
善
は
燐
い
て
、
旅
客
列
車
一
輔
を
借
り
切
っ
て
、
有
的
を
東
京
へ
連
れ
帰
っ
た
と
い
う
。

し
か
し
、
病
勢
は
ま
す
ま
す
進
ん
で
療
養
も
効
な
く
、
遂
に
二
月
十
八
日
に
有
的
は
逝
去
し
た
。
享
年
は
六
十
四
歳
で
あ
っ
た
。

越
え
て
二
月
一
一
十
一
日
に
、
小
石
川
金
富
町
の
多
福
院
で
葬
儀
が
営
ま
れ
、
丸
善
の
諸
店
舗
は
す
べ
て
一
一
一
日
間
休
業
し
て
、
初
代
社

丸
善
が
完
全
に
再
建
さ
れ
た
頃
で
あ
る
。
明
治
三
十
四
年
（
一
九
○
一
年
）
一
月
、
丸
善
の
創
業
以
来
こ
れ
と
深
い
関
係
に
あ
っ
た

福
沢
諭
吉
は
、
宿
病
再
発
し
て
ま
た
起
た
な
か
っ
た
。
福
沢
の
死
が
、
彼
を
師
と
し
て
先
輩
と
し
て
、
久
し
く
そ
の
指
導
を
受
け
援
助

を
得
た
早
矢
仕
有
的
に
取
っ
て
、
大
き
い
衝
撃
を
与
え
た
こ
と
は
、
い
う
ま
で
も
な
い
。
こ
の
報
を
聞
く
と
有
的
は
、

第
十
七
章
早
矢
仕
有
的
の
逝
去

「
こ
の
次
は
お
れ
か
」

一
早
矢
仕
有
的
の
死
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越
え
て
二
月
二
十
一
目

長
の
死
に
弔
意
を
表
し
た
。



中
興
之
業
尊
王
擬
夷
之
名
二
籍
リ
テ
討
幕
開
港
之
実
ヲ
行
う
是
一
一
於
テ
カ
実
ヲ
察
ス
ル
者
名
一
一
舷
ム
者
泳
炭
相
容
レ
ズ
嬢
夷
家

ノ
開
港
家
ヲ
視
ル
コ
ト
猶
夷
秋
禽
獣
ノ
ゴ
ト
ク
往
女
ニ
シ
テ
殺
裁
ヲ
窓
ニ
シ
以
テ
天
訣
ト
称
ス
維
新
ノ
初
メ
五
条
ノ
誓
詔
既
一
一

立
憲
ノ
大
義
ヲ
示
ス
而
ル
ー
当
路
ノ
者
専
制
ノ
余
弊
一
一
習
上
加
フ
ル
二
勲
閥
ヲ
以
テ
シ
動
モ
ス
レ
バ
獅
チ
斯
民
ノ
権
理
ヲ
疎
剛

ス
然
し
ド
モ
尊
王
ノ
名
人
能
ク
抗
ス
ル
ナ
ク
官
尊
民
卑
ハ
誰
昔
ヨ
リ
然
リ
是
時
一
一
当
り
荷
モ
宇
内
ノ
大
勢
ヲ
察
シ
民
人
ノ
公

権
ヲ
信
ジ
信
ジ
テ
疑
ハ
ズ
百
折
携
マ
ザ
ル
者
有
レ
バ
亦
豪
傑
ノ
士
一
一
非
ル
ヵ
早
矢
仕
有
的
先
生
ノ
若
キ
ハ
即
チ
其
人
ナ
リ
先

生
ハ
美
濃
ノ
人
武
儀
郡
笹
賀
村
二
生
マ
ル
先
世
林
新
助
君
ハ
土
岐
頼
塾
一
一
仕
へ
騎
射
ヲ
善
ク
シ
戦
功
有
り
順
誓
之
ヲ
愛
シ
氏

早
矢
仕
ヲ
賜
フ
土
岐
氏
亡
ブ
ル
ー
及
ピ
退
イ
テ
野
一
一
耕
シ
子
孫
世
女
農
タ
リ
祖
考
才
平
君
二
至
り
亀
山
氏
ノ
女
ヲ
養
上
医
山
田

早矢仕有的の墓

有
的
の
墓
は
、
は
じ
め
多
福
院
に
設
け
ら
れ
た
が
、
後

に
雑
司
ケ
谷
墓
地
に
移
さ
れ
た
。
墓
碑
の
撰
文
は
小
野
正

弘
の
手
に
な
り
、
書
は
吉
田
晩
稼
の
筆
で
あ
る
。
小
野
正

弘
は
詩
人
と
し
て
知
ら
れ
て
い
る
湖
山
の
子
で
、
金
原
家

の
諸
事
に
参
画
し
、
当
時
丸
善
の
業
務
に
携
わ
っ
て
い
た

も
の
で
あ
り
、
吉
田
晩
稼
は
長
崎
の
出
身
で
、
維
新
の
際

山
県
有
朋
の
秘
書
を
勤
め
、
後
に
書
家
と
し
て
一
家
を
成

し
て
、
こ
の
頃
丸
善
出
版
の
図
書
の
表
題
の
揮
牽
に
当
っ

て
い
た
も
の
で
あ
る
。
碑
文
は
左
の
通
り
で
あ
る
。
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ト
ツ

柳
長
二
嫁
ガ
ス
柳
長
残
ス
ル
ニ
及
ピ
帰
テ
先
生
ヲ
生
ム
先
生
遂

二
早
矢
仕
氏
ヲ
冒
シ
価
テ
医
ヲ
業
ト
ス
幼
ク
シ
テ
英
迩
独
立
ノ
志

天
性
一
一
出
ヅ
一
旦
漢
法
ノ
粗
歯
ヲ
悟
り
意
ヲ
決
シ
テ
泰
西
ノ
医
法

ヲ
修
ム
因
テ
以
テ
宇
内
ノ
形
勢
ヲ
察
シ
深
ク
嬢
夷
ノ
順
ヲ
慨
ク
幾

ン
ド
尊
王
家
ノ
殺
ス
所
ト
ナ
ラ
ン
ト
ス
後
江
戸
一
一
開
業
シ
兼
テ
英

文
医
書
ヲ
慶
応
義
塾
一
一
修
ム
一
日
福
沢
先
生
経
済
書
ヲ
講
ズ
ル
ヲ

聴
キ
会
社
法
一
一
至
り
大
イ
ニ
感
ス
ル
所
ア
リ
幡
然
刀
圭
ヲ
拠
テ
牙
等

ヲ
執
ル
日
ク
吾
曹
既
一
一
日
本
人
ノ
名
ヲ
有
ス
日
本
人
ノ
分
ヲ
知
ラ

ザ
ル
可
カ
ラ
ズ
方
今
一
国
ヲ
挙
ゲ
テ
商
権
諸
外
人
ノ
手
二
帰
ス

坐
シ
テ
国
力
ノ
衰
耗
ヲ
観
ル
ハ
日
本
人
ノ
分
二
非
ル
ナ
リ
ト
蛙
一
一
於

テ
始
メ
テ
丸
善
商
社
ヲ
横
浜
一
一
開
キ
泰
西
ノ
書
籍
薬
品
ヲ
販
鴬
ス
ル

ヲ
以
テ
業
卜
ナ
ス
日
ク
教
育
卜
衛
生
ト
ハ
国
家
開
明
ノ
本
ナ
リ
我

当
一
一
其
資
ヲ
供
セ
ン
ト
ス
ト
従
来
邦
俗
独
り
農
業
ヲ
尚
ピ
商
エ
ハ

則
チ
隷
奴
ト
シ
テ
自
ラ
安
ン
ズ
先
生
商
社
之
記
ヲ
発
ス
ル
ニ
及
ピ
ー

ア
ラ
ク
ー
、

時
二
伝
詞
シ
旧
風
頓
二
革
ル
明
治
ノ
初
年
我
商
人
ニ
シ
テ
外
品
ヲ

買
う
者
皆
外
人
二
筒
ル
先
生
独
り
郵
信
ヲ
以
テ
米
商
人
一
一
直
約
ス

早
矢
仕
有
的
碑
文
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皆
其
胆
略
一
一
膳
ク
後
撰
バ
レ
テ
横
浜
会
議
所
議
員
ト
ナ
ル
幾
ク
モ
ナ
ク
区
長
私
二
港
民
ノ
共
有
金
ヲ
高
島
某
二
授
ク
先
生
奮

然
ト
シ
テ
起
テ
日
ク
金
奪
う
可
ク
モ
民
権
奪
う
可
カ
ラ
ズ
ト
因
テ
其
不
法
ヲ
具
陳
シ
法
街
一
一
控
告
ス
ー
時
ノ
称
道
ス
ル
所
ト

為
ル
蓋
シ
本
邦
独
立
自
尊
ヲ
偶
へ
民
権
ノ
伸
暢
ヲ
論
ズ
ル
者
ハ
実
一
一
福
沢
先
生
ヨ
リ
始
マ
ル
而
シ
テ
弱
ラ
之
ヲ
行
う
者
ハ
則

チ
君
ヲ
以
テ
噴
矢
ト
ナ
ス
ト
云
う
明
治
三
十
四
年
二
月
十
八
日
病
ミ
テ
残
ス
天
保
八
年
八
月
一
一
生
レ
シ
ョ
リ
庚
ヲ
享
ク
ル
コ
ト

六
十
又
四
ナ
リ
小
石
川
金
富
町
多
福
院
一
一
葬
ル
先
生
人
ト
ナ
リ
撲
直
真
禦
ニ
シ
テ
事
業
一
一
専
注
ス
ル
ニ
当
リ
テ
ハ
殆
ド
寝

食
ヲ
忘
ル
気
慨
ア
リ
深
ク
民
権
ヲ
重
ジ
吏
菅
ノ
勢
ヲ
挟
ミ
人
ヲ
凌
グ
者
ヲ
見
レ
バ
之
ヲ
憎
ム
コ
ト
儲
ノ
如
シ
平
生
実
践
ヲ

尚
ピ
言
論
ヲ
屑
シ
ト
セ
ズ
故
二
其
名
甚
ダ
シ
ク
世
一
一
顕
レ
ズ
然
リ
ト
雌
モ
丸
善
商
社
ノ
名
中
外
一
一
操
ガ
シ
ク
閏
社
今
二
至
ル

迄
称
へ
ザ
ル
ハ
ナ
シ
早
矢
仕
先
生
ノ
配
諏
訪
氏
ハ
幕
臣
諏
訪
頼
房
ノ
女
三
男
ヲ
生
ミ
先
一
一
残
ス
長
ハ
四
郎
家
ヲ
承
ク
次
ハ

五
郎
出
デ
テ
村
松
氏
ヲ
嗣
グ
次
ハ
六
郎
ナ
リ
継
配
中
村
氏
三
男
二
女
ヲ
生
ム
日
ク
セ
郎
丸
屋
善
セ
ヲ
嗣
グ
日
ク
八
郎
藤
倉
氏

ヲ
冒
ス
日
ク
九
郎
山
田
氏
ヲ
嗣
グ
長
女
和
田
氏
一
一
適
ク
次
ハ
猶
幼
シ
小
柳
津
要
人
モ
亦
夙
二
社
業
二
参
シ
今
社
長
タ
リ
先

生
ノ
嗣
子
故
旧
及
社
員
ト
青
謀
り
将
二
先
生
ノ
性
行
事
歴
ヲ
墓
背
二
勅
セ
ン
ト
シ
文
ヲ
予
二
属
ス
予
モ
亦
嘗
テ
先
生
一
一
従
上
社

務
ヲ
助
ケ
タ
ル
ヲ
以
テ
ナ
リ
予
既
一
一
今
世
ノ
所
謂
実
業
家
ヲ
視
テ
慨
シ
テ
膝
ス
先
生
ノ
義
風
ヲ
回
憶
ス
レ
バ
粛
然
ト
シ
テ
起

チ
テ
敬
ス
ル
モ
ノ
ァ
リ
因
テ
不
文
ヲ
以
テ
辞
セ
ズ
謹
ミ
テ
其
知
ル
所
ヲ
叙
シ
以
テ
之
一
一
与
フ
（
原
漢
文
）

二
有
的
の
政
治
的
活
動

310

有
的
は
、
そ
の
前
半
生
は
医
師
と
し
て
、
ま
た
そ
の
後
半
生
は
実
業
家
と
し
て
活
動
し
た
が
、
そ
の
社
会
的
地
位
が
高
ま
る
と
と
も
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に
、
彼
は
ま
た
若
干
政
治
の
方
面
、
特
に
彼
と
縁
故
の
深
い
横
浜
の
市
政
上
の
問
題
に
も
関
係
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
そ
の
最
も
有
名

な
も
の
が
横
浜
瓦
斯
局
事
件
で
あ
る
。

横
浜
瓦
斯
局
事
件
と
は
、
は
じ
め
高
島
嘉
右
衛
門
の
個
人
事
業
と
し
て
出
発
し
た
ガ
ス
事
業
を
、
後
に
横
浜
町
会
所
に
委
譲
し
た
際

に
起
っ
た
事
件
で
あ
る
。
横
浜
は
何
と
い
っ
て
も
開
港
地
で
あ
る
た
め
に
、
早
く
新
ら
し
い
燈
火
施
設
の
必
要
が
あ
っ
た
。
た
ま
た
ま

駐
在
の
ド
イ
ツ
領
事
に
そ
の
建
設
の
計
画
が
あ
っ
た
た
め
に
、
高
島
嘉
右
術
門
は
、
こ
う
し
た
公
益
事
業
を
外
人
の
手
に
委
ね
る
一
｝
と

を
遺
憾
と
し
て
、
明
治
三
年
に
、
自
己
の
出
資
金
と
大
蔵
省
の
貸
下
金
と
を
も
と
と
し
て
、
ガ
ス
燈
建
設
の
事
業
を
発
起
し
、
五
年
九

月
に
至
っ
て
、
市
街
に
点
燈
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。
実
に
日
本
に
お
け
る
ガ
ス
事
業
の
最
初
の
も
の
で
あ
る
。
明
治
七
年
三
月
に
、
明

治
天
皇
及
び
昭
憲
皇
后
が
横
浜
に
行
幸
啓
さ
れ
て
、
こ
れ
を
観
覧
さ
れ
た
こ
と
は
、
す
こ
ぶ
る
有
名
で
あ
る
。

こ
の
時
に
高
島
と
横
浜
町
会
所
と
の
間
に
は
、
向
う
二
十
五
年
間
、
公
共
用
の
燈
火
は
、
こ
の
ガ
ス
を
使
用
す
る
約
束
が
結
ば
れ
た
。

し
か
し
ガ
ス
・
ラ
ン
プ
は
、
当
時
と
し
て
は
料
金
が
高
価
で
あ
っ
た
た
め
に
、
一
般
に
は
な
お
石
油
ラ
ン
プ
な
ど
を
使
用
す
る
も
の
が

多
く
、
点
燈
し
た
者
で
も
料
金
の
未
払
が
嵩
み
、
事
業
の
経
営
は
す
こ
ぶ
る
困
難
と
な
っ
た
。
そ
こ
で
高
島
は
つ
い
に
そ
の
会
社
の
施

設
の
全
部
を
、
二
十
二
万
五
千
円
で
横
浜
町
会
所
に
売
却
し
た
。
こ
れ
が
明
治
八
年
七
月
に
横
浜
瓦
斯
局
が
成
立
し
た
事
情
で
あ
る
。

瓦
斯
局
成
立
以
来
、
区
長
が
そ
の
事
務
長
と
な
っ
て
、
経
営
の
改
善
に
力
め
、
ま
た
住
民
の
需
要
も
次
第
に
増
加
し
た
の
で
、
経
理

状
態
も
次
第
に
良
好
と
な
っ
た
。
と
こ
ろ
が
明
治
十
年
七
月
に
な
っ
て
、
区
長
は
瓦
斯
局
の
利
益
金
の
中
か
ら
一
万
三
千
五
百
円
を
支

出
し
て
、
こ
れ
を
高
島
に
贈
与
し
た
。
こ
れ
は
高
島
か
ら
瓦
斯
局
に
引
き
継
ぎ
の
際
に
、
年
倉
利
益
金
の
百
分
の
五
を
、
向
う
三
十
五

年
間
高
島
に
支
払
う
と
い
う
約
束
が
あ
っ
た
た
め
に
、
こ
れ
を
一
時
金
と
し
て
支
払
っ
た
も
の
で
あ
る
。
し
か
し
従
来
瓦
斯
局
の
経
理
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が
公
開
さ
れ
ず
、
ま
た
こ
の
一
時
金
支
払
が
区
長
の
独
断
に
由
っ
た
た
め
に
、
市
民
の
間
に
は
疑
惑
を
抱
く
者
が
多
く
、
つ
い
に
こ
れ

を
法
廷
に
訴
え
て
、
一
時
金
を
返
還
さ
せ
よ
う
と
す
る
動
き
が
起
っ
た
。
早
矢
仕
有
的
は
、
こ
の
時
戸
塚
千
太
郎
、
桜
井
恒
次
郎
、
木
村

利
右
術
門
の
三
名
と
共
に
総
代
と
な
り
、
代
言
人
高
梨
哲
四
郎
を
代
人
と
し
て
、
明
治
十
一
年
一
月
に
横
浜
裁
判
所
に
提
訴
し
て
い
る
。

こ
れ
が
い
わ
ゆ
る
瓦
斯
局
事
件
で
あ
っ
て
、
明
治
初
期
の
横
浜
市
の
三
大
事
件
の
一
つ
と
い
わ
れ
る
も
の
で
あ
る
。
当
時
の
世
論
の
一

般
は
、
新
聞
の
記
事
や
錦
絵
な
ど
に
よ
っ
て
も
明
ら
か
で
あ
る
。

こ
の
事
件
は
そ
の
年
三
月
の
横
浜
裁
判
所
の
判
決
に
よ
っ
て
、
原
告
の
要
求
は
却
下
さ
れ
た
。
し
か
し
五
月
に
な
っ
て
、
原
告
等
は

東
京
上
等
裁
判
所
に
控
訴
し
た
。
ま
た
ほ
ぼ
同
時
に
、
横
浜
の
十
三
カ
町
の
総
代
朝
田
又
七
、
戸
塚
千
太
郎
は
、
瓦
斯
局
は
市
民
の
共

有
物
で
あ
る
と
い
う
趣
旨
か
ら
、
瓦
斯
局
取
戻
の
訴
訟
を
横
浜
裁
判
所
に
提
出
し
た
。
世
論
は
ま
す
ま
す
沸
騰
し
た
。
そ
｝
）
で
明
治
十

二
年
の
八
月
に
、
こ
の
紛
争
は
小
野
光
景
、
原
善
三
郎
等
の
仲
裁
に
よ
っ
て
示
談
と
な
り
、
高
島
は
受
理
し
た
付
与
金
を
返
納
し
て
瓦

斯
局
と
の
関
係
を
絶
ち
、
同
時
に
原
告
は
瓦
斯
局
に
関
す
る
訴
訟
を
取
り
下
げ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
共
有
物
問
題
は
、
な
お
そ
の
後
十

年
余
に
亙
っ
て
解
決
し
な
か
っ
た
が
、
明
治
二
十
五
年
二
月
に
至
っ
て
、
瓦
斯
局
を
十
二
万
円
の
価
格
で
本
町
外
十
三
カ
所
か
ら
横
浜

市
に
引
き
継
ぎ
、
事
件
は
全
く
落
着
す
る
に
至
っ
て
い
る
。

注
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
は
、
瓦
斯
局
問
題
が
、
な
お
盛
ん
に
争
わ
れ
て
い
る
時
期
に
、
有
的
が
横
浜
区
か
ら
県
会
議
員
に
立

候
補
し
て
、
こ
れ
に
当
選
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
そ
れ
は
明
治
十
二
年
二
月
で
あ
っ
て
、
同
時
に
横
浜
区
か
ら
当
選
し
た
も
の
に
は
、

平
沼
専
蔵
、
戸
塚
千
太
郎
、
木
村
利
右
術
門
、
原
善
三
郎
の
四
名
が
あ
る
。
有
的
が
県
会
議
員
に
立
候
補
し
た
事
情
に
つ
い
て
は
、
明

証
を
欠
く
が
、
恐
ら
く
は
瓦
斯
局
問
題
に
お
け
る
原
告
と
し
て
の
立
場
を
有
利
に
す
る
た
め
に
、
県
会
を
利
用
し
よ
う
と
し
た
も
の
で



翌
年
六
月
に
県
会
が
開
か
れ
る
と
、
議
長
に
は
今
福
元
願
が
、
副
議
長
に
は
有
的
が
選
挙
さ
れ
た
。
有
的
が
議
員
と
し
て
重
ん
ぜ
ら

れ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
然
る
に
そ
れ
に
も
拘
わ
ら
ず
、
有
的
は
そ
の
七
月
に
解
職
を
申
し
出
て
承
認
さ
れ
て
い
る
。
議
員
の
職
に
あ
る

｝
）
と
一
年
六
か
月
、
副
議
長
と
し
て
は
わ
ず
か
に
一
か
月
に
過
ぎ
な
い
。
伝
え
ら
れ
る
と
こ
ろ
に
よ
る
と
、
有
的
は
在
任
中
議
席
に
姿

を
見
せ
る
こ
と
が
稀
で
あ
っ
た
と
い
う
が
、
貿
易
商
会
の
創
立
等
の
仕
事
が
繁
多
で
あ
っ
た
た
め
に
、
県
会
に
出
席
す
る
こ
と
が
で
き

な
か
っ
た
の
か
、
あ
る
い
は
瓦
斯
局
事
件
の
見
通
し
が
ほ
ぼ
つ
い
た
た
め
で
あ
る
か
、
い
ず
れ
に
し
て
も
、
解
釈
に
苦
し
む
事
実
で
あ

る
。

’
も
あ
ろ
う
か
。三

有
的
の
人
物
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早
矢
仕
有
的
の
人
と
な
り
に
つ
い
て
は
、
墓
碑
の
文
章
の
一
節
に

ヒ
ト
ト
ナ
リ

「
先
生
為
人
撲
直
真
筆
ニ
シ
テ
、
事
業
二
専
注
ス
ル
ニ
当
リ
テ
ハ
殆
ド
寝
食
ヲ
忘
ル
」

と
あ
る
の
が
、
ほ
ぼ
こ
れ
を
尽
し
て
い
る
。
全
体
有
的
は
早
く
か
ら
医
師
と
し
て
身
を
立
て
た
た
め
に
、
生
理
学
は
勿
論
で
あ
る
が
、

物
理
学
や
化
学
な
ど
の
自
然
科
学
に
は
、
広
く
興
味
を
持
っ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
晩
年
ま
で
種
女
の
実
験
を
好
ん
で
、
金
鉱
石
の
分

析
ま
で
試
み
た
と
い
う
の
も
、
こ
う
し
た
性
癖
が
現
れ
た
も
の
に
違
い
な
い
。

科
学
者
で
あ
り
、
合
理
主
義
者
で
あ
っ
た
有
的
は
、
私
生
活
で
は
、
は
じ
め
か
ら
文
明
開
化
の
礼
讃
者
で
あ
っ
た
。
食
物
と
し
て
は

牛
肉
が
好
物
で
あ
っ
た
。
横
浜
で
は
早
く
か
ら
開
化
亭
が
そ
の
行
き
つ
け
の
店
で
あ
っ
た
。
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開
化
亭
は
森
井
平
吉
に
よ
っ
て
、
は
じ
め
関
内
に
後
に
（
明
治
六
年
以
降
）
不
老
町
に
移
っ
た
洋
食
店
で
あ
る
。
あ
ま
り
酒
を
飲
む

こ
く

と
肉
の
味
が
分
ら
な
く
な
る
と
い
っ
て
、
注
文
が
あ
っ
て
も
酒
を
追
加
し
な
か
っ
た
た
め
に
、
因
業
屋
、
ま
た
一
刻
屋
と
い
う
通
称
が

あ
っ
た
。
有
的
は
な
か
な
か
舌
も
肥
え
て
い
て
、
こ
の
店
の
ビ
フ
テ
キ
の
味
が
平
素
よ
り
劣
っ
て
い
た
》
）
と
か
ら
、
料
理
人
が
代
っ
た

こ
と
を
発
見
し
た
｝
）
と
も
あ
る
と
い
う
。

現
在
カ
レ
ー
ラ
イ
ス
の
カ
レ
ー
を
抜
い
て
、
ト
マ
ト
。
ケ
チ
ャ
ッ
プ
な
ど
を
味
つ
け
の
ペ
ー
ス
と
し
た
も
の
を
ハ
ヤ
シ
ラ
イ
ス
と
い

う
。
そ
の
語
原
に
つ
い
て
こ
れ
を
有
的
に
結
び
つ
け
る
説
が
あ
る
。
幕
末
か
明
治
の
初
年
の
こ
と
で
あ
ろ
う
。
友
人
が
訪
問
す
る
と
、

有
的
は
台
所
に
有
り
合
せ
た
肉
類
や
野
菜
類
を
ゴ
ッ
タ
煮
に
し
て
、
飯
を
添
え
て
饗
応
す
る
の
が
常
で
あ
っ
た
。
そ
こ
か
ら
人
女
は
こ

の
料
理
を
ハ
ヤ
シ
ラ
イ
ス
と
い
い
、
つ
い
に
は
レ
ス
ト
ラ
ン
の
メ
ニ
ュ
ー
に
ま
で
書
か
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
と
い
う
。

し
か
し
こ
の
話
は
あ
ま
り
面
白
過
ぎ
る
。
英
語
で
コ
マ
ギ
レ
肉
の
こ
と
を
ハ
シ
シ
ュ
（
菌
の
ｇ
と
い
い
、
転
じ
て
肉
と
馬
鈴
薯
や
人

参
な
ど
の
野
菜
と
の
煮
込
み
も
ハ
シ
シ
ュ
と
い
う
。
神
田
佐
久
間
町
の
三
河
屋
は
、
明
治
初
年
以
来
の
洋
食
屋
で
あ
る
が
、
そ
こ
で
は

ハ
シ
シ
ュ
。
ビ
ー
フ
が
よ
く
流
行
っ
た
。
こ
れ
と
ラ
イ
ス
と
を
合
せ
て
称
し
た
も
の
が
、
ハ
ヤ
シ
ラ
イ
ス
の
語
原
に
違
い
な
い
。
し
か

し
三
河
屋
も
有
的
が
晶
艮
に
し
た
料
理
屋
で
あ
る
か
ら
、
間
接
に
関
係
が
あ
る
と
い
え
ば
、
い
え
な
い
こ
と
も
あ
る
ま
い
。

服
装
に
つ
い
て
い
え
ば
、
有
的
は
辺
幅
を
飾
ら
な
か
っ
た
。
夏
も
冬
服
で
用
が
足
り
る
と
い
っ
て
、
一
着
の
冬
服
で
夏
冬
と
も
押
し

通
し
た
。
そ
の
た
め
に
ズ
ボ
ン
の
尻
が
抜
け
て
、
家
人
は
繕
う
の
に
困
難
し
た
と
い
う
。

序
に
い
え
ば
、
有
的
は
煙
草
が
好
き
で
あ
っ
た
。
殊
に
葉
巻
を
よ
く
吸
っ
た
。
そ
の
葉
巻
が
短
か
く
な
る
と
、
妻
楊
子
を
突
き
さ
し

て
吸
っ
た
と
、
岩
田
豊
雄
の
聞
書
に
あ
る
。



の
だ
い
ら

有
的
は
ま
た
文
学
的
の
趣
味
も
あ
っ
た
。
晩
年
に
は
和
歌
を
堵
み
、
露
の
谷
と
号
し
た
。
そ
の
作
歌
は
、
野
平
家
や
曾
我
家
（
早
矢

仕
四
郎
の
五
女
な
つ
の
嫁
し
た
家
）
に
保
存
さ
れ
て
い
る
短
冊
や
、
そ
の
裏
書
を
数
え
る
と
、
百
首
に
近
い
。
そ
の
中
に
は
初
期
の

「
学
鐙
」
に
掲
載
さ
れ
た
も
の
も
あ
る
。
い
ま
そ
の
若
干
を
左
に
掲
げ
る
。

四
有
的
の
文
藻

春
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し
か
し
有
的
は
そ
の
合
理
的
精
神
の
旺
盛
な
た
め
に
、
あ
る
点
で
は
、
い
く
ら
か
誤
解
を
受
け
易
か
っ
た
こ
と
も
否
め
な
い
。
明
治

二
年
に
有
的
の
双
生
児
の
一
人
が
、
生
後
間
も
な
く
死
亡
し
た
が
、
そ
れ
を
自
身
で
解
剖
し
た
と
い
う
。
ま
た
明
治
六
年
の
元
旦
に
は
、

旧
習
打
破
を
唱
え
て
、
検
浜
の
店
の
大
掃
除
を
行
な
っ
て
、
年
始
の
客
を
驚
か
せ
た
と
い
う
。
こ
れ
ら
は
い
ず
れ
も
世
間
か
ら
は
、
並

外
れ
た
奇
癖
の
持
主
と
し
て
、
受
け
取
ら
れ
た
に
違
い
な
い
。

趣
味
と
し
て
有
的
は
碁
を
晴
ん
だ
。
こ
れ
は
他
の
遊
戯
よ
り
も
碁
の
競
技
の
方
法
が
、
有
的
の
合
理
主
義
的
な
性
質
に
マ
ッ
チ
し
た

の
か
も
知
れ
な
い
。
夜
更
け
ま
で
勝
負
を
重
ね
て
、
店
員
が
臥
床
す
る
妨
げ
に
な
る
た
め
に
、
支
配
人
の
小
柳
津
要
人
が
有
的
の
不
在

の
時
に
、
薪
割
り
で
碁
盤
を
打
ち
砕
い
た
と
い
う
話
が
あ
る
。
小
柳
津
は
切
腹
も
の
と
い
う
覚
悟
で
あ
っ
た
が
、
さ
す
が
に
有
的
は
こ

れ
を
知
っ
て
も
、
何
事
も
言
わ
な
か
っ
た
と
い
う
。
し
か
し
勿
論
有
的
は
そ
れ
で
碁
を
や
め
た
わ
け
で
は
な
く
、
晩
年
社
長
の
地
位
を

退
い
て
か
ら
も
、
丸
善
へ
来
て
よ
く
碁
を
打
っ
て
い
た
そ
う
で
あ
る
。



ひ
は
ら

ま
き
む
／
、
（
纏
向
）
の
桧
原
の
梢
う
ち
か
す
み
た
か
ま
ど
（
高
円
）
の
宮
に
春
は
来
に
け
り

咲
く
梅
の
香
ひ
の
内
に
な
り
ぬ
れ
ば
ふ
る
淡
雪
も
春
め
き
に
け
る

空
だ
き
の
畑
り
に
か
ほ
る
心
地
し
て
お
ぼ
ろ
月
夜
に
に
ほ
ふ
梅
が
香

か
す
め
ど
も
ま
だ
白
雪
は
降
る
里
の
美
か
き
が
原
に
若
菜
つ
む
見
ゆ

川
の
辺
に
春
菜
つ
む
子
が
袖
の
上
に
な
び
き
て
か
か
る
青
柳
の
糸

ひ
さ
ぎ
椴
生
ふ
る
清
き
川
原
も
青
柳
の
春
は
緑
の
ひ
と
つ
な
り
け
航
ソ

あ
さ
あ
け
に
し
ば
し
と
て
の
み
来
し
も
の
を
家
路
忘
る
る
花
の
蔭
か
な

そ
こ
と
な
く
春
の
山
辺
に
あ
く
が
れ
て
ま
た
夕
ば
え
の
花
を
見
し
か
な

こ
し
か
た
の
数
を
ょ
み
て
は
い
と
ど
な
ほ
く
れ
ゆ
く
春
の
惜
し
く
も
あ
る
か
な

秋
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夏

ほ
と
と
ぎ
す

郭
公
声
ま
つ
頃
は
卯
の
花
の
、
う
し
と
ば
か
り
は
知
ら
ぬ
山
里

水
清
き
野
守
が
池
に
影
見
え
て
そ
ら
と
ぶ
膳
の
い
さ
ま
し
き
か
な

あ
ま

あ
し
や
か
た
海
士
の
た
く
火
の
遠
か
け
に
友
ま
ど
ひ
し
て
飛
ぶ
蟹
か
な



冬

今
朝
見
れ
ば
横
川
の
梢
雲
晴
れ
て
ひ
ゑ
の
高
嶺
に
つ
も
る
白
雪

四
時
の
風
物
を
詠
じ
た
も
の
は
、
卒
直
に
言
え
ば
月
並
で
あ
っ
て
、
そ
の
技
巧
に
も
格
別
取
る
に
足
る
ほ
ど
の
も
の
は
な
い
。
し
か

し
折
に
触
れ
て
身
辺
の
雑
事
を
歌
っ
た
も
の
の
中
に
は
、
却
っ
て
作
者
の
境
涯
や
心
情
を
知
る
よ
す
が
と
な
る
も
の
が
あ
る
。

月
清
き
窓
に
さ
や
け
き
呉
竹
の
か
げ
に
声
あ
り
秋
の
夜
の
風

吹
風
の
行
ゑ
も
見
え
で
む
さ
し
野
の
尾
花
が
末
に
よ
す
る
白
波

行
秋
の
忘
れ
か
た
み
は
山
か
け
の
あ
ら
し
も
知
ら
ぬ
紅
葉
な
り
け
り

319

雑

た
の
み
あ
る
ま
す
ら
雄
心
ま
め
や
か
に
ま
こ
と
う
る
ま
の
市
は
栄
へ
む

ま
す
ら
男
の
友
の
音
す
な
り
武
士
の
ふ
み
う
る
道
の
ち
ま
た
な
る
ら
ん

こ
れ
は
士
人
立
市
と
題
す
る
一
首
で
、
上
の
句
は
万
葉
集
の
元
明
天
皇
の
御
製
を
借
り
た
も
の
で
あ
る
が
、
下
句
は
丸
善
の
店
頭
を

詠
じ
た
と
見
る
こ
と
も
で
き
る
で
あ
ろ
う
。

な
に
事
も
な
す
と
は
な
し
に
明
暮
れ
て
六
十
一
年
と
老
に
け
る
か
な

平
凡
で
は
あ
る
が
還
暦
に
達
し
た
感
懐
で
あ
る
。



行
末
の
千
代
を
ち
き
り
て
行
く
人
を
か
へ
ら
し
と
た
の
む
宿
の
さ
ひ
し
さ

題
に
娘
の
門
出
を
送
り
て
と
あ
っ
て
、
長
女
の
結
婚
に
際
し
て
の
父
親
の
愛
惜
の
情
を
詠
じ
た
も
の
で
あ
る
。

教
え
草
つ
み
得
て
花
は
か
を
る
と
も
実
を
む
す
ば
ず
ば
山
吹
の
花

い
さ
さ
か
道
歌
じ
み
て
い
る
が
、
二
女
が
小
学
校
卒
業
の
折
に
詠
じ
た
も
の
で
あ
る
。

お
も
ひ
き
や
花
の
都
の
た
だ
中
に
人
と
る
鬼
の
わ
れ
を
待
た
ん
と
は

野
に
あ
ら
ず
山
に
も
あ
ら
ず
人
な
ら
ぬ
人
の
心
に
鬼
は
す
み
け
る

恐
ら
く
金
鉱
な
ど
に
関
し
て
、
人
に
欺
か
れ
た
時
の
歌
で
あ
ろ
う
。

よ
し
あ
し
に
う
つ
る
ふ
も
の
は
な
に
は
え
の
月
か
げ
な
ら
で
我
に
ぞ
あ
り
け
る

世
の
う
さ
を
聞
か
で
す
め
と
や
耳
な
し
の
山
に
我
を
ば
呼
子
鳥
か
な

い
つ
し
か
と
の
ど
か
に
す
め
る
心
に
は
う
れ
し
て
ふ
こ
と
も
わ
す
れ
い
で
に
き

め
が
ね

ロ
ロ
鏡
に
そ
へ
て

朝
夕
に
か
け
て
文
見
ょ
老
の
な
み
わ
す
れ
て
わ
た
る
橋
と
も
な
り
な
む

夜
憶
太
翁
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有
的
に
は
ま
た
わ
ず
か
で
は
あ
る
が
漢
詩
の
作
が
残
っ
て
い
る
。
そ
の
一
首
を
左
に
掲
げ
る
。



夜
色
沈
沈
人
寂
寂

閑
窓
月
落
漏
声
遅

忽
驚
雲
外
党
鐘
響

正
是
家
翁
読
経
時

巧
み
と
は
い
え
な
い
が
、
有

五
晩
年
の
有
的

有
的
の
詞
藻
の
一
端
を
見
る
べ
き
も
の
で
あ
る
。

3２１

「
学
鐙
」
第
十
四
年
第
一
号
（
明
治
四
十
一
一
年
七
月
）
に
「
早
矢
仕
有
的
氏
」
と
い
う
一
文
が
あ
っ
て
、
有
的
の
晩
年
の
一
面
を
伝

え
て
い
る
。
筆
者
は
「
善
六
」
と
い
う
小
僧
に
擬
し
た
署
名
だ
け
で
あ
る
が
、
恐
ら
く
内
田
魯
庵
と
思
わ
れ
る
。

「
上
野
の
近
所
で
、
何
だ
か
知
れ
に
く
い
処
だ
っ
た
。
余
り
奇
麗
な
家
で
は
な
か
っ
た
。
（
中
略
）
玄
関
の
一
一
一
畳
だ
っ
た
か
、
二

畳
だ
っ
た
か
の
次
が
、
八
畳
ば
か
り
の
お
座
敷
だ
。
只
見
る
と
、
床
の
間
は
、
本
だ
の
、
新
聞
だ
の
、
紙
屑
だ
の
、
瓶
だ
の
、
鉱

石
だ
の
、
ガ
ラ
ク
タ
で
一
杯
だ
。
机
の
上
も
同
様
だ
。
先
生
は
其
前
に
お
粗
末
な
箱
火
鉢
を
控
へ
て
、
洋
服
の
ま
Ｌ
の
ア
グ
ラ
で
、

ま
わ
り
る
つ
盾
く
す
り
び
ん

チ
ピ
リ
ノ
、
と
御
酒
を
召
上
っ
て
ゐ
ら
つ
し
や
る
。
そ
の
周
囲
は
大
小
の
琳
渦
や
大
小
の
薬
曝
や
、
試
験
器
や
、
今
ま
で
見
た
事

も
な
い
奇
妙
な
形
を
し
た
も
の
が
、
座
敷
中
一
杯
に
散
ら
か
つ
て
ゐ
た
。
畳
は
薬
の
シ
ミ
や
穴
だ
ら
け
だ
っ
た
。

ご
く

も
の
い
い
ぶ
り

先
生
は
五
十
位
で
、
一
見
し
て
極
柔
和
な
方
だ
っ
た
。
物
一
一
一
一
口
振
も
柔
和
だ
っ
た
。
女
の
や
う
な
口
の
利
き
方
だ
っ
た
。
」
（
中
略
）

そ
れ

「
或
時
ま
た
先
生
の
お
宅
へ
使
ひ
に
行
く
と
、
取
次
の
方
が
裏
へ
廻
れ
と
い
ふ
。
夫
か
ら
裏
へ
廻
る
と
、
物
置
か
炭
部
屋
然
た
る
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こ
っ
ち

小
屋
の
中
か
ら
、
先
生
が
お
顔
を
出
さ
れ
て
、
『
此
方
へ
入
れ
』
と
仰
し
や
る
。
変
だ
ナ
と
思
ひ
な
が
ら
恐
る
，
〃
〃
１
，
１
物
置
小
屋
へ

ま
ん
な
か

つ

入
る
と
、
中
央
に
大
き
な
「
カ
マ
」
が
築
い
て
あ
っ
て
、
土
管
の
煙
突
が
出
来
て
る
。
周
囲
に
は
薬
壊
の
棚
が
出
来
て
ゐ
て
、
曇

な
ら

が
沢
山
陳
ん
で
る
。
先
生
は
忙
が
し
さ
う
に
、
何
だ
か
分
析
じ
み
た
事
を
し
て
を
ら
れ
た
が
、
ズ
ズ
ゴ
玉
位
な
大
き
さ
の
金
の
塊

を
手
の
掌
に
載
せ
ら
れ
て
（
中
略
）
頗
る
御
機
嫌
だ
っ
た
。
」
（
中
略
）

「
何
で
も
ア
ト
で
人
か
ら
聞
く
と
、
先
生
は
遠
州
あ
た
り
の
山
か
ら
出
る
金
鉱
の
試
掘
中
だ
と
か
、
鉱
石
の
試
験
中
だ
と
か
で
、

先
生
は
コ
ン
ナ
鉱
石
の
分
析
を
な
さ
る
に
も
、
何
で
も
自
己
流
で
骨
を
折
ら
れ
た
の
だ
さ
う
だ
。
先
生
は
何
で
も
自
己
流
が
好
き

で
、
『
本
な
ん
ぞ
が
役
に
立
つ
も
の
か
』
と
い
ふ
調
子
だ
か
ら
、
鉱
物
分
析
を
す
る
に
も
、
冶
金
学
な
ど
は
一
向
振
向
い
て
も
見

な
い
で
、
自
己
流
の
勝
手
な
分
析
を
さ
れ
る
。
随
っ
て
余
計
な
骨
が
折
れ
る
し
、
一
匁
の
金
を
取
る
為
に
要
す
る
時
間
も
費
用
も

か
さ

画
』

お
お

莫
大
だ
が
、
先
生
は
そ
ん
な
事
は
関
は
い
。
何
で
も
自
分
で
工
風
し
て
は
、
ド
ウ
カ
斯
う
か
や
脂
ソ
終
せ
る
。
」

し
か
し
こ
の
鉱
石
の
分
析
に
つ
い
て
、
当
時
助
手
の
よ
う
な
仕
事
に
当
っ
て
い
た
長
男
の
四
郎
の
話
に
よ
る
と
、
有
的
の
実
験
は
決

し
て
変
則
な
も
の
で
は
な
く
、
正
則
な
も
の
で
あ
っ
た
と
い
う
。
前
の
記
事
は
、
や
や
事
を
奇
に
し
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
。

こ
）
）
に
見
え
て
い
る
金
鉱
の
試
掘
に
つ
い
て
は
、
有
的
は
詐
欺
に
雁
っ
た
と
い
う
説
が
あ
る
。
そ
の
た
め
に
有
的
の
使
用
人
で
あ
っ

た
岩
吉
と
い
う
男
が
ひ
ど
く
憤
慨
し
て
、
有
的
を
欺
い
た
犯
人
を
殺
し
た
事
件
が
あ
っ
た
。
こ
の
岩
吉
は
服
役
し
て
出
獄
し
た
後
も
、

早
矢
仕
家
に
出
入
し
て
い
た
と
い
う
。
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有
的
は
子
福
者
で
あ
っ
た
。
最
初
の
夫
人
な
を
（
諏
訪
氏
）
は
、
四
郎
、
五
郎
、
六
郎
の
一
一
一
男
を
挙
げ
た
。
し
か
し
六
郎
を
生
ん
だ

産
後
の
肥
立
が
悪
く
て
、
明
治
九
年
一
一
月
に
残
し
た
。
有
的
は
間
も
な
く
後
の
夫
人
ろ
く
（
中
村
氏
）
を
迎
え
た
が
、
ろ
く
は
、
七
郎
、

た
つ
承
ね

八
郎
、
九
郎
の
一
一
一
男
と
、
辰
、
美
祢
の
一
一
女
を
挙
げ
た
。
男
児
を
出
生
順
に
数
字
で
名
づ
け
た
の
は
、
あ
り
ふ
れ
た
こ
と
で
あ
る
が
、

長
男
を
四
郎
と
い
っ
た
の
は
、
そ
の
理
由
が
わ
か
ら
な
い
。
こ
の
四
郎
は
、
東
京
大
学
で
は
じ
め
文
科
に
、
後
に
工
科
に
学
び
、
化
学

を
専
攻
し
た
。
父
の
関
係
に
よ
っ
て
、
一
時
中
西
屋
書
店
の
経
営
に
当
っ
た
が
、
同
時
に
ま
た
駒
込
の
丸
善
の
イ
ン
キ
工
場
で
イ
ン
キ

製
造
の
主
任
と
な
り
、
後
に
は
工
作
部
の
顧
問
の
よ
う
な
地
位
に
あ
っ
た
。
昭
和
一
一
十
八
年
六
月
に
、
八
十
四
歳
の
高
齢
で
段
し
た
。

父
の
性
格
の
一
面
を
最
も
よ
く
伝
え
た
の
は
、
こ
の
人
で
あ
っ
た
と
い
わ
れ
る
。

次
男
の
五
郎
は
名
古
屋
の
村
松
彦
七
の
養
子
と
な
り
、
昭
和
六
年
九
月
に
段
し
た
。
子
が
な
く
て
、
そ
の
系
統
は
絶
え
た
。

三
男
の
六
郎
は
、
丸
屋
善
八
の
名
義
人
と
な
っ
た
。
岐
阜
県
美
濃
町
の
電
力
会
社
（
現
在
の
中
部
電
力
の
前
身
）
に
勤
務
し
た
が
、

後
に
名
古
屋
に
移
り
、
昭
和
二
十
一
一
一
年
静
岡
県
掛
川
で
波
し
た
。

七
郎
は
丸
屋
善
七
の
養
子
の
名
義
に
な
っ
て
い
る
。
二
十
歳
の
頃
（
明
治
三
十
年
頃
）
神
戸
元
町
に
小
さ
い
洋
品
店
を
開
き
、
丸
善

の
名
で
化
粧
品
、
運
動
具
等
を
販
売
し
た
。
は
じ
め
は
書
籍
も
あ
る
程
度
取
り
扱
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
昭
和
一
一
十
年
に
頚
し
た
。

八
郎
は
藤
倉
姓
を
冒
し
た
。
こ
れ
は
そ
の
当
時
徴
兵
を
避
け
る
た
め
に
よ
く
行
わ
れ
た
こ
と
で
、
廃
姓
を
継
い
だ
ら
し
い
。
松
下
包

次
郎
の
女
を
要
り
、
大
正
九
年
か
ら
昭
和
七
年
ま
で
丸
善
横
浜
支
店
長
と
し
て
在
任
し
た
が
、
昭
和
一
一
一
十
一
年
に
残
し
た
。
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九
郎
は
明
治
三
十
年
に
中
西
屋
の
名
義
人
と
な
っ
た
が
、
大
正
九
年
に
残
し
た
。

長
女
の
辰
は
明
治
三
十
一
年
に
和
田
治
術
に
嫁
し
、
昭
和
十
六
年
に
渡
し
た
。
そ
の
長
男
の
耕
平
は
、
戦
後
丸
善
の
子
会
社
と
し
て

発
足
し
た
丸
善
化
工
株
式
会
社
の
社
長
と
な
っ
て
い
る
。

の
だ
い
ら

次
女
の
美
祢
は
、
野
平
道
男
に
嫁
し
た
。
野
平
道
男
は
、
後
に
一
二
井
物
産
の
上
海
支
店
長
と
な
っ
た
。
美
祢
は
有
的
の
末
子
で
あ
っ

た
か
ら
、
最
も
後
ま
で
存
命
で
あ
っ
た
。
晩
年
に
は
起
居
不
自
由
で
あ
っ
た
が
、
本
書
の
編
纂
者
の
一
人
は
、
そ
の
寓
居
を
訪
う
て
、

親
し
く
話
を
聞
い
た
こ
と
が
あ
る
。
し
か
し
昭
和
四
十
四
年
に
残
し
て
、
百
年
史
の
完
成
を
見
る
に
及
ば
な
か
っ
た
の
は
、
ま
こ
と
に

残
り
多
い
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
章
を
終
る
に
当
っ
て
、
深
く
哀
悼
の
意
を
表
す
る
。




